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令和 3年度「神奈川労務安全衛生大会」のご案内 
 
 神奈川労働局・神奈川県・藤沢市のご支援のもと、本年度は横浜西・藤沢支部の 
運営担当で、右の次第にて開催の運びとなりました。 
本大会は、適正な労働条件の確保、労働災害の防止、健康保持増進等により労働福祉の

向上と産業の健全な発展をはかる決意の場として行う協会最大の行事であります。 
 なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止と参加者皆様の安全を最優先に考え、  
オンデマンド配信にて開催することにいたしました。  
 各事業場におかれましては、本大会の趣旨をご理解のうえ多数ご参加くださいますよう 
ご案内申し上げます。 

記 
 

1. オンデマンド配信期間 

    令和 3年 11月 8日（月）10時 00分 ～  

令和 3年 11月 22日（月）16時 00分まで 

2. 参 加 費   無 料 
 

3. 申込方法  ①または②によりお申込みください 

①W e b…taikai@roaneikyo.or.jp宛に申込書（Excel形式）を添付し 

送付ください。 ※申込書は協会ホームページよりダウンロードできます。 

②F A X…下記参加申込書を所属支部事務局へ FAXください。 
 

4．申込締切   11月 4日（木） 

 

令和 3 年度 「神奈川労務安全衛生大会」 申込書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※個人情報については、協会が責任を持って管理し、本大会実施のためにのみ活用させていただきます。 

●支部事務局  

支 部 名 Ｆ Ａ Ｘ 

川崎北支部 0 4 4 ( 8 5 0 ) 8 6 4 1 

川崎南支部 0 4 4 ( 2 2 1 ) 9 0 8 3 

鶴 見 支 部 0 4 5 ( 5 0 5 ) 3 4 1 1 

横浜北支部 0 4 5 ( 4 7 4 ) 1 8 1 5 

横浜南支部 0 4 5 ( 6 5 1 ) 0 8 6 2 

横浜西支部 0 4 5 ( 8 6 4 ) 5 0 2 2 

横須賀支部 0 4 6 ( 8 4 5 ) 9 5 1 0 

藤 沢 支 部 0 4 6 6 ( 2 7 ) 7 4 9 9 

平 塚 支 部 0 4 6 3 ( 7 4 ) 6 4 0 2 

小田原支部 0 4 6 5 ( 2 4 ) 5 8 2 0 

相模原支部 0 4 2 ( 7 5 1 ) 6 5 8 7 

厚 木 支 部 0 4 6 ( 2 5 9 ) 8 9 9 7 

所 属・役職名 氏   名 メールドレス 

   

   

   

＜申込書 URL＞ 



 

令和 3年度 「神奈川労務安全衛生大会」 プログラム 

 

 ● 主 催   公益社団法人 神奈川労務安全衛生協会 

  ● 後    援   藤沢市 

● 開 催 日 時   令和 3年 11月 8日（月）10時 00分 ～  

（オンデマンド配信）      令和 3年 11月 22日（月）16時 00分まで 
 

第 1部 

＜大会式典＞  

＊会 長 挨 拶   協会長 

＊来 賓 祝 辞   神奈川労働局長  

神奈川県知事 

  藤沢市長 

中央労働災害防止協会理事長     

＊表 彰   協会長 

＊大 会 宣 言   協会藤沢支部長  
 

第 2部 

＜ 講 習 ＞ （50分） 

 ＊講 習 1   「職場における受動喫煙を防止するために」  

日本労働安全衛生コンサルタント会 

 ＊講 習 2   「表示をみんなで考える～安全活動の取組～」 

  マックス（株） 

第 3部 

＜特別講演＞ （90分） 

「人工知能やデジタル化でどうなる？どうする？私たちの生き方働き方 

 ～DX(デジタル・トランスフォーメーション)が変える経営・労働・心身の安全対策～」 

 
日本マネジメント総合研究所合同会社 理事長 
ビッグデータ・ストラジスト    戸村 智憲 

 

早稲田大学卒。米国 MBA（経営管理学修士）。全米トップ 0.5%に成績／人物評価・学

長推薦にて授与される全米優秀大学院生を受賞。米国博士後期課程（Ph.D）中退。 

国連にて内部監査業務専門官、戦略立案専門官リーダー、国連の世界的 CSR運動「国

連グローバルコンパクト（UNGC）」や人権倫理の普及啓発業務などをはじめ、日本で注

目されるはるか以前から世界標準で SDGs・ESG関連、ダイバーシティ&インクルージョ

ン・コンプライアンス・内部統制・リスク管理や BCP・危機管理対応などを実践&指導。 


